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ヤ序

古
代
の
聖
書
學
者
た
る

、■
命
一宮
手
こ

及
び

（王
嗜
８

に
よ
つ
て

ヽ
雪
宝
Ｐ
】算

と
名
代
け
ら
れ
た

『
モ
ー
ゼ
の
五
書
』
の
著
者
は
、

永
ら
く
疑
聞
一と
さ
れ
て
ゐ
た
ｏ基
教
含
に
於
て
は
ギ
」れ
を
本
末
の
猪
太
式
読
話
と
信
じ
、
そ
の
著
者
と
モ
ー
ゼ

一
人
に
掃
し
、
又

一
本
の

も
の
で
あ
る
と
考

へ
て
、
何
等
の
疑
ひ
を
さ
し
教
☆
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
然
し
後
世
に
於
け
る
科
畢
の
後
遂
と
、
そ
の
批
判
的
態
度
は

幾
多
の
新
事
賢
と
こ
の
中
よ
り
控
見
し
、
透
に
中
世
紀
頃
迄
踏
襲
さ
れ
て
爽
た
如
上
の
意
見
を
改
愛
し
、　
常）ｏ
ｐ宣
！８
３

の
著
者
は

一
人

で
は
な
い
、
言
ん
や
モ
ー
ゼ
自
身
の
作
で
は
あ
り
得
な
い
。
そ
れ
は
幾
多
の
記
者
の
記
録
を
巧
み
に
編
察
し
た
も
の
で
あ
る
と
な
す
に
至

つ
た
ｏ

五
書
の
新
判
的
な
研
究
は
、
十
七
世
紀
頃
旺
盛
と
な
つ
た
が
、
其
の
科
寧
的
な
研
究
は
俳
三

Ｐ
思
冴
ズ
瑠

の
侍
皆
で
あ
つ
た

』
８
３

＞
〓
え

に
始
ま
る
。
彼
は
葉
草
研
究
の
鳥
五
書
を
縮
い
た
が
、
そ
の
結
果
は
、　
創
世
記
中
に
二
つ
の
相
逮
せ
る
碑
名
を
後
見
し
、
か
ヽ

る
現
象
娃
創
世
記
が
二
つ
の
源
流
か
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
ｏ
此
の
後
見
は
後

命
ｏ
付【ョ
＆

岩向■
つま
こ

が
踏
襲
し
て
所
謂
菖

約
災
料
詮
含
ｙ
二
・え
二

【
ギ
ア
）３
の耕
し
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

彼
な
沖
名
の
相
違
は
、
本
末
言
語
掌
的
に
も
歴
我
的
に
も
補
異
な
つ

た
性
質
の
材
料
が
結
合
し
た
鳥
で
あ
る
と
し
、
更
に

こ
の
侵
定
の
上
に
立
つ
て
研
究
を
絞
け

問
Ξ
コ【ヨ

の
名
を
有
す
る
二
つ
の
源
沈
の

あ
る
こ
と
を
明
に
し
た
。
彼
の
研
究
に
よ
る
比
の
第
二
の
　
Ｅ
一〇
ゴ
Ｆ

諭
は
、
少
な
く
と
も
最
一利
の
段
見
者

＞
∽一二
〇

の
提
唱
を
明
確
に

基
礎
づ
け
た
も
の
と
言
ひ
得
る
。
か
く
の
如
く
創
世
記
中
に
未
だ
豫
期
し
な
か
っ
た
災
料
が
安
見
さ
れ
た
故
に
、
遂
か
に

甲）Ｑ
ｐ↑”付２
多

中
の
他
の
四
書
の
研
究
を
促
進
せ
し
む
る
に
至
つ
た
。
然
し
後
者
に
は
、
以
上
の
相
違
す
る
二
つ
の
耐
名
が
出
て
ゐ
な
い
庭
か
ら
、
共
の

研
究
は
費
に
困
難
な
る
も
の
が
あ
つ
た
が
、
　
一
八
〇
〇
年

∽
８
一軍
と
の
Ｑ
■
〔一９
が
、　
一
八
〇
二
年
に
は
獨
逸
の
く
い一ｑ
が
、
此
の
問
題

に
開
し
て
各
共
の
意
見
を
後
表
す
る
に
及
び
、　
や
生
問
題
解
決
の
手
懸
り
が
後
見
さ
れ
る
に
至
つ
た
。　
特
に
後
者
は
断
片
識

（■
こ
埠

二
巨
■
エ
ツヽ
ｏ
（）付零
争
）
を
後
表
し
、
同
文
章
の
数
回
の
反
覆
と
、
語
法
上
相
進
し
た
言
葉
の
性
質
と
は
、
理
論
的
に
関
係
の
な
い
断
片
が

結
び
つ
い
た
も
の
で
、
古
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
文
寧
の
編
纂
者
に
よ
つ
て
、
調
予
ょ
く
巧
み
に
編
聴
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
ひ
、
申
命
記

は

【▼
ま
生
時
代
に
出
爽
た
も
の
で
、
こ
の
諭
話
の
中
心
と
な
る
物
語
に
、
増ゴ
許
持
宮
ゴ
の
盛
部
が
次
第
に
添
加
さ
れ
て
一
本
と
な
つ

た
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
当
し
て
、
】汗

コ電
命一５

は
、
更
に
一
歩
を
進
め
、
五
書
中
の
法
律
と
、
同
時
代
の
識
話
を

周
到
に
比
較
一研
究
し
た
結
果
、
▼甲
命
記
な

一？
王
〕
の
改
革
前
に
於
け
る
イ
ス
ラ
エ
ル
民
の
生
活
と
信
仰
と
を
亮
出
し
た
も
の
で
あ
る
と

提
言
し
た
。
然
し
此
の
結
論
は
、
甘
∽王
】
時
代
に
於
け
る
寺
院
に
後
見
さ
れ
、
且
つ
彼
の
改
革
の
動
横
と
な
つ
た
そ
れ
以
前
の
法
律
と
中

命
記
所
載
の
法
律
と
を
同

一
に
取
扱
ふ
に
は
、
些
か
の
遥
庭
が
あ
る
。　
兎
に
角
、
じ
ｏ
メく
の
一汀

に
よ
れ
ば
、
中
命
記
は
か
く
簡
革
に
虎

理
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
然
し
未
だ
根
本
問
題
は
解
決
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
か
る
が
故
に
此
の
反
動
と
し
て
創
世
記
の
”
⊂
矛
一
と
申

命
記
の
律
法
と
を
師
係
づ
け
ん
と
す
る
試
み
が
起
り
、
】！ｐ召
仰こ
一
派
の
補
修
読
（ｒ
一一〕巧
ご
〕〕８
一
日
々
ｏ
ｏ
一吾
浄
》
が
出
現
す
る
に
至
っ
た
。

彼
等
の
主
張
す
る
庭
は
、　
提
本
的
に
統

一
あ
る
第

一
災
料

単再宣
計
十
と
、　
甘
一〓
多
ｒ

記
者
が
こ
れ
を
締
遺
修
正
し
た

「掌
く
３
吾

史
料
の
二
つ
が
存
在
す
る
と
言
ふ
郵
に
あ
る
。
而
し
て
此
の
読
は
そ
の
実
料
全
鰐
の
統

一
性
に
重
き
を
置
い
た
結
果
各
災
料
の
掘
立
性
を

理
耐
す
る
傾
向
が
あ
つ
た
の
で
、　
Ｔ
ハ
五
三
年

、Ｐ
ｉ
″一私
鮮
一
が
新
愛
料
説

合
”ヽ一Ｑ

Ｕ
Ｒ
【Ｅ
８
■
浄フ汀
ｑ
】
）
を
立
て
、
此
の
故
期
を

二
九

二
書
史
料
分
類
表
（
中
西
敬
二
郎
編
）
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二
害
七
料
分
類
よ
（
や
内
枚
二
郵
編
卜）．

三
〇

補
ひ
両
者
の
商
係
を
一融
合
せ
ん
と
計
つ
た
。
彼
は

【」亘
計
一
及
び
コ
Ｆ
く
多
Ｆ

は
相
互
関
係
を
有
す
る
物
語
で
あ
つ
て
、
補
修
の
部
分
は

そ
の
本
末
？
性
質
と
底
著
し
く
お
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
ゐ
る
が
、
後
世
の
研
究
の
指
針
と
な
つ
た
彼
の
提
唱
は
、
結
局
左
の

〓
つ
に
要
約
す
る
こ
と
が
出
英
る
。
即
ち
（
じ
創
世
記
中
に
は
明
に
二
つ
の
津〕宣
チ
”
宅
料
が
あ
る
。
全
じ

「
多
く
多
君

災
料
は
少
な

く
と
も

一■
圭
４
■
料
よ
り
堀
王
し
た
も
の
で
あ
る
。　
雪
じ
」
ま
く
算
Ｆ

の
反
覆
と
散
見
と
な
補
修
説
を
話
明
す
る
に
足
る
。
十１
１
と

言
ふ
詣
に
あ
る
。
而
し
て

旨ヽ
■
阜
」
と
略
同
様
の
意
見
を
持
つ
も
の
に
、
Ｚ
ｃ…一〔一①
汀

が
あ
る
。
彼
は
前
”君
の
提
言
に
僅
少
の
修
正
を

施
し
、
三
多
堅
「
・叉
料
は
そ
の
言
語
率
的
特
質
及
ぴ
宗
教
的
思
想
か
ら
、全
五
書
の
中
よ
り
容
易
に
之
を
サーー‐
出
↓し
得
る
と
補
し
て
ゐ
る
。
之

た
封
す
る
一撃
説
に

（声
子
ゴ
ど
〓
一岳
ｇ

論
が
あ
る
。
共
の
言
ふ
庭
は
、
候
令
批
判
考
話
に
よ
り

申）Ｏ
】一ヽ一キ曇
３

の
組
形
愛
料
を
明
か
に

す
る
こ
と
が
出
衆
る
と
し
て
も
共
の
相
互
関
係
を
求
む
る
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。　
一
八
六
六
年

Ｑ
卜虫

は
か
ヽ
る
償
定
に
立
脚
し

是
等
？
央
一料
を
比
政
研
究
し
て

Ｐヽ
二
】
の
律
法
と
申
命
記
と
は
同

一
の
も
の
な
り
と
鮎
じ
』

更
に
中
命
記
を
出
二
十
１
二
十
二
、
三
十

四
の

「掌
〓
ヤ一矛
一
法
と
償
定
せ
ば
、
利
未
記
所
載
の
律
法
Ｐ
の
大
部
分
は
そ
の
記
者
の
知
る
虎
で
な
か
つ
た
告
で
あ
る
と
考
へ
、
外
部

の
誘
張
に
よ
つ
て
Ｐ
は
虜
囚
前
の
所
産
で
は
な
く
て
、　
恐
ら
く
學
士
　
同
こヽ

に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。

野
〔一ぅ
の
考
へ
な
全
部
を
信
頼
す
る
に
な
多
少
の
難
賂
は
あ
る
が
、
該
識
松
メく
登
軍
岳
曾

に
後
権
さ
れ
、
一
八
八
三
年
後
の
「「イ
ス
ラ
エ

ル
災
序
論
「ズ
Ｆ
生
え
息
言
ヨ

ミヽ

３
２
３
二
≡
二
〓
■
し
が
出
づ
る
に
ス
ん
で
、聖
書
の
批
制
約
研
究
の
最
高
峰
に
達
し
た
も
の
と
構
せ

ら
れ
戸
ゐ
サ収

彼
の
読
く
た
に
よ
れ
ば
、
豫
言
着
著
及
び
正
史
書
に
よ
つ
て
補
正
さ
れ
た
講
擦
に
よ
り
、
凡
こ
の
法
律
を
比
較
せ
ば
、
舟

講

『
モ
ー
ゼ
の
五
書
」
に
含
ま
れ
た
ろ
三
大
史
料
は
、
悉
く

一
時
代
の
所
産
と
見
る
は
訳
り
で
あ
つ
て
、
是
等
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
於
け
る

そ
の
制
度
の
強
民
途
上
の
三
つ
の
段
階
に
相
等
す
る
各
時
代
の
所
産
で
あ
る
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
更
に
彼
は
、
法
律
に
開
す
る
章

句
と
歴
災
的
章
句
を
Ｅ
別
す
る
正
確
な
る
基
礎
慮
な
く
、
す
ｏＥ
は

∽
一ヨ
【
法
を
含
む
読
語
で
あ
り
、
中
命
記
は
歴
史
的
な
る
も
の
、
祭

司
法
典
（軍
【う
４
●
（）（一こ

は
全
轄
つ
骨
組
を
補
修
す
る
も
の
で
あ
る
と
指
示
し
て
ゐ
る
。

此
の
後
、
こ
れ
等
先
輩
の
寧
説
を
再
検
討
し
、
そ
の
譲
れ
る
は
こ
れ
を
正
し
、
正
し
き
は
拾
取
し
、
更
に
原
典

の
言
語
撃
的
、
災
的
考

誇
が
反
覆
施
行
さ
れ
、
今
日
に
於
い
て
は
、
増
８
一停
一８
多
が
コ
一軍
多
災
対

↑
じ

Ｈ
三
ヨ一ヨ
央
料

Ｇ
Ｌ

中
命
記
災
料
（Ｄ
）
祭
司
法
災
料

（Ｐ
〕
の
四
種
よ
り
組
形
さ
れ
、
各
愛
料
に
は
又
（
工
Ｘ
Ｊ‐
Ｘ
ｈ
Ｘ
Ｄｔ
Ｘ
Ｌ
》
等
の
年
代
が
相
逮
す
る
災
料
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
事
も
制
明
し
、

大
盤
其
の
章
節
の
一分
類
も
出
茶
上
つ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
今
こ
れ
等
の
定
読
と
さ
れ
た
災
料
を
，
五
書
研
究
の
便
宜
上
表
示
し
た
の
が
、
止

虎
に
言
ふ
一↓五
書
央
料
分
類
表
，一吾
み
る
。
素
よ
り
原
語
に
開
す
る
考
誇
は
、
泰
西
の
積
摯
が
充
″分
に
な
し
轟
し
た
鹿
で
あ
り
、
今
日
大
部

分
は
現
に
世
の
承
認
す
る
滝
で
あ
る
が
、
槍
三
二
佃
所
不
明
の
場
所
が
な
い
で
も
な
い
。
然
し
そ
れ
等
は
し
ば
ら
く
置
き
、
去
で
は
尤
も

≫
二
▼
こ
ょご
一■
つ
な
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る

、野
の
■
二
く

受
王
ｐ

Ｆ
８
（）こ
中一え

（ｃ
チ
の
営
野
ｑ
↓あ
氏

く
ｑ
浄
）】〕
（
＞

Ｆ

一倉
じ

イ
く

Ｆ
ゴ

〔
一〓

命
女
ｔ
Ｆ

【一
みヽ
Ｃ
ヽ
く

い一【】
一

６
工
．
氏
Ｒ
生
　
●

Ｃ
】宮
一宮
命
】主

〔〓
く

〔一一
メ
一　
，

中
の
く
Ｊ
【ｏ
こ

ｏ
ヽ

一
】〕
つ

【
承
Ｐ
じ
４
ト二
一〇
】
ｒ

Ｏ
生
一↑
の
生

一）
く

洋
Ｐ

Ｑ

‘
Ｃ

ｃ
ｏ
一コ

〓

・＞

こ

く

ｃ
Ｔ

一

ｎ

●
【
】象

一マ
じ

命
ユ

る

」
５

ド〕
卓

・

（
Ｏ

〕
営

一９

研
２

一ｒ
え

一
】切

ｒ

二

ｒ

ｚ

命
召

く

２

Ｆ

【
越

じ

に
よ
る
こ
と
と
し
、
猪
更
に
新
ら
し
い
研
究
に
よ
る
補
遺
修
正
は
左
記
の
諸
書
に
よ
つ
て
是
を
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。

こ

戸
電

一
】
■

０
〓

一
＞

〔
ゴ

コ
〕
ヨ

巳

一
草

く

Ｑ

）

３

の

畳

色

く

ェ

一，汁

（
〓

寓

一
≧

ゴ

ゴ

こ

境

）

】下
ユ
βｏ
・
Ｑ
ｏ
Ｅ
ヨ
曾
】唇
一卜く
（二

【一あ

】Ｌ

下ヽ

（
Ｆ
，。●
・
″
ト
ャ
●
。
ギ
ゴ
ユ
コ

中
ｃ
時
似
）

●
戸
浄

あ
の
３
Ｐ

＞

ｚ
命
召
Ｑ
ｏ
雪

え

【〕ご
く

？
】
臣
ｏ
ギ

リ
ｑ
一■
震
ｏ
ａ
Ｒ
ュ

く
丁
Ｌ
〕５
一つさ
子
に
●
一ュ
生
営

広
ｇ
召
軍
挿
ｐ

Ｓ
桃
）

」
時
ヽ
〕Ｏ
切　
中
Ｈ
”
〔浮
ｒ
】”
切
”　
＝
）一ｎ
宮≡Ｏ
ｂ
登
マ々
　
０
ぃ　
一ゴ
の
　
申ゴ
げ
一●
（
り
ｏ
一
ご
Ｆ
の
，　
一
つ
時
キ
）

幸
ひ
本
表
が
聖
書
あ
研
究
に
裁
分
で
も
役
立
て
ば
、
編
者
の
望
外
の
喜
び
と
す
る
虚
で
あ
る
。

一一一
一

ユ
書
空
料
分
海
衣
〔
中
西
敬
二
郎
一桐
〉
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五
書

史
緯
分

類
表
（
中

西
敬

二
鄭

編
〕

創

世

ＴＪ

　

（
出
八
〇
〇
―
セ
五
〇
）

Ｅ
　
　
（
前
七
五
０
）

工
四
後
―
‘
三
二
十
四

四

一―
十
六

四
一再
】ユ
、
二
一共

五

二

十

九

、

大

一

十

四

七

七

―
十
、
十

二
、
十
六
後

、
十
七
技

、

二
十

二
、

二
十

三

八

二
後

、
三
前

、
六
十

十
二
、
十
三
後

八

二
十

，
一手

エ

九

士
八
上
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